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第
51
回
芸
術
祭
の
開
会
式
は
、
９

月
26
日
午
前
９
時
45
分
か
ら
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
５
階
の
写
真

展
会
場
で
行
わ
れ
た
。
式
典
に
は
主

催
７
団
体
の
宮
城
県
芸
術
協
会
、
宮

城
県
、
仙
台
市
、
宮
城
県
教
育
委
員

会
、
仙
台
市
教
育
委
員
会
、
河
北
新

報
社
、
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
の
ほ

か
協
賛
・
後
援
団
体
の
代
表
と
来
賓
、

芸
協
役
員
、
写
真
、
絵
画
、
華
道
、

彫
刻
を
中
心
と
し
た
会
員
ら
が
多
数

出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
の
大
場
尚
文
芸
術
協

会
理
事
長
が
「
芸
術
は
何
物
に
も
替

え
が
た
い
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
。
こ
れ

ら
を
次
代
に
継
承
す
る
た
め
諸
活
動

に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
け
て
「
潤
い
と
活
力
を
与
え
る
文

化
活
動
の
輪
を
一
層
広
げ
る
こ
と
に

な
る
公
募
展
は
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
表
現
と
想
像
に
垣
根
は
な
く
、

多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
芸
術
祭
名
誉
会
長
の
村
井
嘉

浩
宮
城
県
知
事
（
代
読
・
青
木
直
之

環
境
生
活
部
次
長
）
は
「
芸
術
祭
は

51
回
を
数
え
、
県
民
に
し
っ
か
り
と

定
着
し
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。
年
に

一
度
の
芸
術
の
発
表
の
場
に
県
民
の

多
く
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
宮
城
県

の
芸
術
文
化
の
発
展
が
あ
る
。
発
表

す
る
機
会
を
促
す
こ
と
は
、
震
災
復

興
に
通
じ
る
こ
と
に
も
な
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
華
道
部
、
写
真
部
、
絵

画
部
、
彫
刻
部
の
順
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
紹
介
を
行
っ
た
。
各
部
に
共

通
す
る
こ
と
は
、
今
回
は
例
年
以
上

に
テ
ー
マ
を
鮮
明
に
し
て
、
鑑
賞
者

が
鑑
賞
し
や
す
い
展
示
環
境
を
作
り

上
げ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

こ
の
後
、
主
催
団
体
代
表
者
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
芸
術
祭
が
開
幕

し
た
。
続
い
て
開
会
式
出
席
者
に
よ

る
作
品
観
覧
に
移
り
、
写
真
、
絵
画
、

華
道
、
彫
刻
の
各
部
長
に
よ
る
説
明

が
行
わ
れ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
は
10
月
15
日

ま
で
、
絵
画
展
、
彫
刻
展
、
華
道
展
、

写
真
展
、
書
道
展
、
工
芸
展
が
開
催

　

第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
、
９
月
26
日
か
ら
の
写
真
、
絵
画
、

華
道
、
彫
刻
の
各
展
を
皮
切
り
に
、
11
月
27
日
の
閉
会
式
ま
で
の

２
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
て
い
る
。
特
に
作
品
公
募
が
定
着

し
、
県
民
へ
の
広
が
り
が
進
ん
で
い
る
。

さ
れ
、
絵
画
展
・
彫
刻
展
・
写
真
展

で
は
公
募
展
を
同
時
開
催
。
華
道
展

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
席
を
設
け
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
で
芸
協
会
員
以
外
の

作
品
も
展
示
さ
れ
、
会
員
と
の
交
流

が
図
ら
れ
た
。
ま
た
「
新
潟
地
方
の

文
学
と
瞽
女
唄
」
と
題
し
た
文
学
散

歩
は
９
月
30
日
、
10
月
1
日
の
両
日

に
実
施
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
盛

会
と
な
っ
た
。
文
芸
部
で
は
初
め
て

の
文
芸
作
品
公
募
を
行
い
、
文
芸
祭

で
上
位
入
賞
者
を
表
彰
。
ジ
ュ
ニ
ア

部
門
の
表
彰
に
は
入
賞
者
の
小
・
中

学
生
の
父
母
・
教
師
ら
も
同
伴
し
た
。

　

さ
ら
に
、
芸
術
祭
開
催
期
間
中
に

は
仙
台
市
内
で
茶
会
、
音
楽
会
、
長

唄
演
奏
会
を
相
次
い
で
開
催
し
、
文

芸
年
鑑
も
発
行
さ
れ
た
。

　

巡
回
展
は
、
工
芸
展
が
し
ば
た
の

郷
土
館
、
絵
画
・
書
道
展
が
東
松
島

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ

ぞ
れ
開
か
れ
る
。

　

第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
閉
会
式

は
、
11
月
27
日
午
後
６
時
か
ら
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
開
催

さ
れ
る
。
表
彰
式
の
あ
と
各
賞
の
受

賞
者
を
囲
ん
で
、
来
賓
と
芸
協
会
員

に
よ
る
祝
宴
が
開
か
れ
る
。

　

部
門
を
超
え
た
会
員
同
士
が
交

流
で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
も
あ

り
、
受
賞
者
は
も
と
よ
り
多
く
の
会

員
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。
会
費
は

６
０
０
０
円
（
当
日
会
場
受
付
で
納

入
）。参
加
希
望
者
は
11
月
17
日（
月
）

ま
で
、
芸
協
事
務
局
へ
。

閉
会
式
は
11
月
27
日

�

今
年
も
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
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芸
術
協
会
創
立
50
周
年
記
念
「
芸

術
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ト
Ⅳ
」
が
、

10
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
１
階
オ
ー
プ

ン
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。

　

「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
、
平

成
13
年
の
宮
城
県
芸
術
協
会
社
団
法

人
化
10
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
で
、
新
し
い
試
み
と
し

て
芸
協
各
部
門
に
よ
る
多
彩
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
後
回
を
重
ね
、
今
年
は
第
４
回
を

迎
え
た
。

〈
第
１
日
〉
開
会
は
大
場
尚
文
理
事

長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
「
い
け
ば

な
賛
歌
〈
秋
を
い
け
る
〉」
を
メ
ー
ン

テ
ー
マ
に
華
道
、
絵
画
、
洋
楽
、
邦

楽
、
洋
舞
、
文
芸
に
よ
る
大
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
コ
ラ
ボ

の
ベ
ー
ス
と
な
る
天
井
ま
で
届
く
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
構
成
の
活
け
花
が
、

　

創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
第
２
弾

と
し
て
、
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
文

化
振
興
財
団
・
韓
国
芸
術
文
化
団
体

総
連
合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会
と
共

催
し
、
11
月
1
日
（
土
）
に
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
に
お
い
て

「
半
世
紀
の
精
華
」
開
催
す
る
。

　

公
演
は
四
部
構
成
で
、
4
時
間
半

に
及
ぶ
大
公
演
と
な
る
。
ま
た
、
第

三
部
に
は
大
邱
と
の
国
際
芸
術
交
流

事
業
を
組
み
込
み
、
大
邱
訪
問
団
に

よ
る
現
代
舞
踊
や
音
楽
演
奏
が
記
念

事
業
に
華
を
添
え
る
。

　

公
演
終
了
後
、
青
葉
区
大
町
の

「
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
仙
台
青
葉
通
り
」

で
、
柳
瑩
佑
会
長
を
は
じ
め
16
名
の

訪
問
団
と
芸
術
協
会
会
員
と
の
交
流

懇
親
会
が
開
か
れ
る
。

【
書
道
部
】

▽
東
海
林
耕
永
（
仙
台
市
太
白
区
）

▽
品
掘
艸
華
（
仙
台
市
泉
区
）

【
洋
楽
部
】

▽
我
妻
健
太
（
刈
田
郡
蔵
王
町
）

▽
早
坂
知
子
（
仙
台
市
青
葉
区
）

【
邦
楽
部
】

〈
邦
楽
〉
▽
大
沼
萩
波
寿
（
仙
台
市

青
葉
区
）

【
茶
道
部
】

〈
裏
千
家
〉
▽
佐
藤
宗
友
（
柴
田
郡

川
崎
町
）

〈
宗
徧
流
〉
▽
後
藤
宗
淑
（
仙
台
市

青
葉
区
）
▽
田
中
宗
結
（
柴
田
郡
川

崎
町
）

華
道
14
流
派
合
同
で
七
割
程
で
き
あ

が
っ
て
い
る
。そ
の
完
成
ま
で
尺
八
、

箏
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
乗
せ
な
が
ら

観
客
の
前
で
花
を
活
け
る
と
い
う
東

北
初
の
大
規
模
実
演
が
行
わ
れ
た
。

活
け
終
え
た
作
品
は
華
麗
に
秋
の
雰

囲
気
を
伝
え
て
、
圧
巻
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
バ
レ
エ
が
披
露
さ
れ
、
活

け
花
作
品
と
共
に
展
示
さ
れ
た
３
枚

の
大
作
の
絵
に
つ
い
て
、
絵
画
部
か

ら
解
説
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
模
様
を

文
芸
部
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）
の

各
会
員
が
即
詠
し
、
朗
読
し
た
。

　

次
い
で
書
道
部
に
よ
る
短
歌
２

首
、
俳
句
５
句
の
揮
毫
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
、
観
客
は
熱
心
に
見

守
っ
た
。

　

最
後
は
演
劇
部
に
よ
る
英
語
狂
言

「
し
び
り
」
が
演
じ
ら
れ
た
。
演
劇

部
の
参
加
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
興

味
深
い
演
目
で
好
評
を
博
し
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
６
時
半
ま
で
長
時

間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た

が
、
多
く
の
観
客
が
充
実
の
時
を
過

ご
し
た
。

〈
第
２
日
〉
こ
の
日
は
洋
舞
、
洋
楽

の
コ
ラ
ボ
か
ら
は
じ
ま
り
、
茶
道
体

験
、
邦
楽
、
洋
楽
の
演
奏
な
ど
夜
7

時
半
ま
で
続
い
た
。

　

ま
ず
、
洋
舞
と
ピ
ア
ノ
五
重
奏
で

開
演
。
18
名
の
少
女
の
バ
レ
エ
は
清

楚
で
可
愛
ら
し
く
、
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

　

次
は
邦
楽
（
箏
・
三
弦
・
尺
八
）
で
、

「
八
千
代
獅
子
」
な
ど
三
曲
が
演
奏

さ
れ
た
。
次
い
で
、
茶
道
体
験
「
お

も
て
な
し
の
心
」
で
は
お
点
前
の
披

露
と
所
作
の
解
説
が
行
わ
れ
、
茶
道

部
に
よ
る
呈
茶
席
も
設
け
ら
れ
盛
況

で
あ
っ
た
。

　

お
茶
を
頂
い
た
後
、
再
び
邦
楽
部

に
よ
る
「
操
三
番
叟
」
な
ど
長
唄
が

披
露
さ
れ
た
。

　

舞
台
転
換
の
た
め
30
分
の
休
憩
を

は
さ
み
、
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

８
曲
が
演
奏
さ
れ
、
美
し
い
歌
声
が

会
場
に
響
い
た
。
二
日
間
で
七
百
人

余
り
の
観
客
が
訪
れ
、
県
民
に
開
か

れ
た
記
念
行
事
と
な
っ
た
。

創
立
50
周
年
記
念
「
芸
術
ふ
れ
あ
い
広
場
パ
ー
ト
Ⅳ
」

多
彩
に
華
や
か
に
展
開

�
芸
協
ら
し
さ
「
コ
ラ
ボ
」
に
結
実

新
入
会
員

第
２
弾
は
大
邱
の
訪
問
団
迎
え

「
半
世
紀
の
精
華
」　
　11 月 1日



�　第 202 号 は な や ま 平 成 26 年 10 月 31 日3

宮城県芸術協会
創立50周年記念 写真特集芸術ふれあい広場 パート

Ⅳ

大場尚文理事長の開会あいさつ 邦楽部による長唄演奏

洋楽部によるピアノ三重奏の演奏 華道部による「秋をいける」の実演

書道部による揮毫パフォーマンス 茶道部によるお点前の解説

演劇部による英語狂言 舞踊部の振付によるバレエ 文芸部による即詠披露
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〈
９
月
30
日
〉
文
学
散
歩
の
参
加
者

42
名
を
乗
せ
た
バ
ス
は
定
刻
に
出
発

し
、
一
路
新
潟
を
目
指
し
た
。

　

昼
食
後
最
初
の
見
学
地
、
新
潟
市

寄
居
浜
の
松
林
の
中
で
坂
口
安
吾
と

会
津
八
一
の
碑
と
、北
原
白
秋
の「
砂

山
」
の
歌
碑
を
見
て
、
旧
市
庁
公
舎

跡
の
「
安
吾
風
の
館
」
へ
。
説
明
を

聞
き
な
が
ら
そ
の
生
涯
を
辿
る
。
次

は
幕
末
の
越
後
長
岡
藩
士
河
井
継
之

助
の
記
念
館
を
訪
ね
る
。
河
井
の
政

治
信
条
「
民た

み

は
国
の
本も

と

、
吏り

は
民
の

雇や
と
い」

に
頷
き
な
が
ら
、
１
日
目
の
見

学
を
終
え
た
。

　

午
後
６
時
、
宿
泊
地
の
蓬
平
温
泉

に
到
着
。
懇
親
会
恒
例
の
自
己
紹
介

に
親
睦
を
深
め
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒

や
し
た
。

〈
10
月
１
日
〉
午
前
８
時
出
発
で
越

後
高
田
に
向
か
う
。
日
本
最
古
の
映

画
館
「
高
田
世
界
館
」
で
、
記
録
映

画
「
高
田
瞽ご

女ぜ

唄
」
鑑
賞
。
瞽
女

は
、
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
瞽
女
唄

を
唄
う
盲
目
の
女
性
旅
芸
人
。
年
間

３
０
０
日
余
り
村
々
を
旅
し
て
、
唄

や
物
語
を
聞
か
せ
自
立
し
て
生
活
し

て
い
た
。
娯
楽
の
少
な
い
時
代
、
村

人
た
ち
は
瞽
女
の
来
る
の
を
楽
し
み

に
待
ち
、
宿
を
用
意
し
て
大
切
に
し

た
。
昭
和
45
年
、
国
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
が
そ
の
後
瞽
女
は
絶

え
、
現
在
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
記
録
が
保
存
さ
れ

て
い
る
。
地
元
の
方
の
案
内
で
、
日

本
一
の
長
さ
を
誇
る
高
田
雁
木
通
り

新
潟
県
の
文
学
と
瞽
女
唄
を
堪
能

文学散歩

の
散
策
を
満
喫
＝
写
真
＝
。
そ
の
後

「
小
川
未
明
文
学
館
」
を
見
学
し
た
。

　

バ
ス
の
中
の
長
い
時
間
も
瞽
女
唄

や
担
当
委
員
の
解
説
、
参
加
者
の
感

想
等
を
聞
き
、
楽
し
く
充
実
し
た
芸

協
な
ら
で
は
の
文
学
散
歩
で
あ
っ
た
。

　

当
協
会
文
芸
部
に
よ
る「
２
０
１
４

年
宮
城
県
文
芸
年
鑑
」
が
10
月
15
日

付
で
発
行
さ
れ
た
。
通
巻
で
第
45
巻

目
と
な
る
。

　

今
回
は
、
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た

文
芸
作
品
の
一
般
公
募
の
優
秀
作
品

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
。

　

当
協
会
文
芸
部
は
本
年
度
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、詩
、短
歌
、俳
句
、

川
柳
、
エ
ッ
セ
ー
の
5
部
門
で
、
一

般
か
ら
の
作
品
公
募
を
行
っ
た
。
協

会
の
創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
つ
の
試
み
と

し
て
芸
術
祭
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
文
芸
祭
の
席
上
、
上
位
入
賞
者

の
表
彰
を
行
っ
た
。

　

公
募
作
品
の
応
募
状
況
は
、
初
め

て
の
試
み
に
よ
る
「
知
名
度
不
足
」

か
ら
、
数
的
に
は
期
待
し
た
ほ
ど
の

レ
ベ
ル
に
は
達
し
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
上
位
入
賞
者
を
文
芸
年
鑑
で
紹

介
し
た
り
、
応
募
者
の
名
前
を
す
べ

て
掲
載
し
た
作
品
集
を
発
行
し
た
試

み
に
は
反
響
も
あ
り
、
来
年
度
以
降

の
応
募
者
増
加
に
は
期
待
が
持
て
る

状
況
だ
。
質
的
な
レ
ベ
ル
の
向
上
も

期
待
で
き
、
芸
術
祭
の
目
玉
の
一
つ

に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

芸
協
の
原
点
を
見
詰
め
直
し
、

新
し
い
発
展
へ
の
力
を
得
た
い

―
。
創
立
50
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
に
当
た
り
、
そ
う
し
た
思
い
か

ら
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
旧
花

山
村
方
面
で
の
移
動
常
任
理
事
会

を
企
画
し
た
。

　

芸
協
の
会
員
に
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
通
り
、
50
年
前
の
芸
協
旗

揚
げ
は
花
山
村
の
湖
畔
亭
で
の
会

合
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
草
創

期
の
高
潔
の
士
た
ち
の
熱
い
思
い

の
丈
は
残
像
と
し
て
、
こ
の
地
に

在
る
は
ず
だ
。
そ
ん
な
衝
動
が
私

を
突
き
動
か
し
た
結
果
の
旅
で

あ
っ
た
。
参
加
者
は
理
事
長
の
私

と
雫
石
、
渡
部
、
佐
々
木
、
池
田
、

中
塚
の
各
執
行
理
事
。

　

9
月
1
日
朝
、
2
台
の
車
に
分

乗
し
て
、
最
初
の
訪
問
地
・
金
成

へ
。
当
協
会
工
芸
部
運
営
委
員
村

上
世
一
氏
の
大
久
保
窯
を
見
学
し

た
。
地
元
で
は
「
栗
御
殿
」
と
称

さ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
、
見
事
な
栗

材
を
生
か
し
た
母
屋
兼
作
品
展
示

空
間
に
は
、
た
だ
圧
倒
さ
れ
る
思

い
で
あ
っ
た
。

　

自
然
薯
の
館
で
昼
食
を
と
っ
た

後
、
花
山
湖
畔
亭
や
御
嶽
神
社
の
跡

地
、
神
木
で
あ
る
大
銀
杏
「
樹
影
」

の
在
所
な
ど
を
散
策
。
協
会
創
立
の

こ
ろ
に
思
い
を
は
せ
た
。

　

鳴
子
の
こ
け
し
館
を
見
学
し
て
、

宿
泊
先
の
鳴
子
ホ
テ
ル
に
到
着
。
午

後
4
時
か
ら
6
時
ま
で
常
任
理
事
会

を
開
き
、
新
時
代
の
芸
協
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

　

夕
食
後
、
中
塚
執
行
理
事
は
所
用

で
帰
宅
し
、
残
る
4
人
が
宿
泊
。
夜

の
部
で
は
雫
石
執
行
理
事
に
よ
る
川

柳
の
「
だ
ん
だ
ん
附
」
の
番
外
講
座

を
楽
し
ん
だ
。

　

翌
2
日
、
一
同
は
帰
仙
。
そ
れ
ぞ

れ
に
今
回
の
1
泊
2
日
の
〝
研
修
〟

を
実
り
あ
る
も
の
に
し
よ
う
、
と
の

決
意
を
新
た
に
し
た
。

文
芸
年
鑑
第
45
巻
を
発
行

五
部
門
で
初
の
作
品
公
募

レ
ベ
ル
向
上
に
期
待
　
　‖文芸部‖

 
原
点
回
帰
の
旅理 

事 

長
　
大
　
場
　
尚
　
文
　昭和39年5月、宮城県芸術協会の結成は

この花山湖畔で話し合われた
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昭
和
三
十
五
年
生
ま
れ
。
平
成
二
十
五
年

六
月
に
出
版
し
た
第
二
歌
集
「
遠
浅
」
は
、

平
成
九
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
の
作
品
を
収

録
。
特
に
名
取
市
で
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
体
験
を
詠
ん
で
お
り
、
多
く
の
人
に
感

銘
を
与
え
て
歌
壇
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
生
ま
れ
。
東
北
生
活
文
化

大
で
、
版
画
に
よ
る
独
自
の
絵
画
表
現
を
追

求
。
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
や
河
北
美
術
展

で
活
躍
し
、
東
北
生
活
文
化
大
高
校
の
教
師

と
し
て
教
え
子
か
ら
中
央
公
募
展
の
入
賞
者

を
出
す
な
ど
、
指
導
力
も
発
揮
し
て
い
る
。

　

昭
和
十
五
年
生
ま
れ
。「
伝
統
的
な
木
彫
技

法
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
通
し
て
、
独
自
の
造

形
思
想
に
基
づ
き
半
世
紀
を
超
す
活
動
を
続

け
て
き
た
。
生
涯
教
育
で
伝
統
技
術
・
美
術

の
後
継
者
育
成
に
尽
力
。
仏
像
の
修
理
・
修

復
で
も
、
活
躍
し
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ
。
宮
城
県
芸
術
協

会
絵
画
部
主
任
と
し
て
、
県
芸
術
祭
絵
画
展

で
公
募
部
門
や
会
員
外
若
手
作
家
の
発
表
の

場
を
中
心
と
な
っ
て
新
設
。
会
員
増
と
鑑
賞

者
の
拡
大
に
貢
献
し
た
。
大
作
、抽
象
の
「
流

転
」
シ
リ
ー
ズ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

表
現
追
求
怠
る
こ
と
な
く

　

「
み
ず
か
ら
の
生
の
証
明
」
と
い
う
、
宮
柊
二

の
言
葉
を
胸
に
短
歌
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

自
己
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
孤
独
な
創
作

で
す
が
、
先
人
の
残
し
た
多
く
の
作
品
が
、
私
を

高
校
生
達
と
芸
術
深
め
る

　

こ
の
度
は
芸
術
選
奨
新
人
賞
を
受
賞
し
、
こ
れ

ま
で
応
援
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
中
学
生
の
時
に
数
本
奈
智
子
先
生
に

美
術
部
を
勧
め
ら
れ
た
事
が
美
術
を
始
め
た
機
会

命
の
限
り
道
を
極
め
た
い

　

こ
の
度
、
宮
城
芸
術
選
奨
を
受
賞
し
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
日
本
伝
統
の
木
彫
、
ま

た
そ
の
技
法
も
衰
退
し
、
過
去
の
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
る
現
在
、
そ
の
伝
統
的
造
形
技
法
を
継
承
し

底
辺
を
担
い
制
作
に
精
進

　

全
国
的
評
価
の
大
賞
を
受
け
た
事
も
無
い
私
が

昨
年
3
月
の
個
展
な
ど
地
域
で
の
活
動
を
評
価
さ

れ
た
事
は
嬉
し
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
文

化
は
一
人
の
大
作
家
の
力
で
育
つ
訳
で
は
な
く
、

　

平
成
25
年
度
宮
城
県
芸
術
選
奨
の
授
賞
式
が
8
月
19
日
、
宮
城
県
美
術
館

の
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
当
協
会
の
会
員
で
は
桜
井
忠
彦
（
美
術
・
洋
画
）
及

川
茂
（
美
術
・
彫
刻
）
の
2
氏
が
芸
術
選
奨
に
輝
き
、
齋
藤
正
和
（
美
術
・

洋
画
）
斉
藤
梢
（
文
芸
・
短
歌
）
の
両
氏
が
芸
術
選
奨
新
人
賞
を
受
賞
し
た
。

三
十
三
年
間
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨
新
人
賞
受
賞

は
、
思
い
が
け
な
く
、
身
の
ひ
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
表
現
追
求
を
怠
る

こ
と
な
く
、
心
の
眼
を
清
め
つ
つ
、
心
に
依
っ

て
詠
ん
で
ゆ
く
所
存
で
す
。

で
し
た
。
そ
の
後
も
美
術
を
学
び
、
教
育
現

場
に
精
を
尽
く
し
な
が
ら
も
、
傍
ら
で
自
身

の
制
作
活
動
の
時
間
を
見
つ
け
作
家
活
動
を

持
続
で
き
た
事
に
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
次
代
の
芸
術
家
で
あ
る
高
校
生
達
と

共
に
宮
城
県
の
芸
術
文
化
を
深
め
た
い
で
す
。

創
作
を
続
け
る
私
に
光
を
当
て
て
下
さ
っ
た

こ
と
は
誠
に
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
伝

統
」
と
は
唯
々
受
け
継
ぐ
こ
と
に
非
ず
「
温

故
知
新
」
で
あ
る
と
理
解
し
、
命
の
限
り
、

そ
の
道
を
極
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
を
愛
好
し
支
え
る
多
く
の
人
々
の
力
に

よ
り
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
賞
は
私
の
非
力
を
考
え
ず
底
辺
の
一
翼

を
担
え
と
の
期
待
の
下
に
与
え
ら
れ
た
も
の

と
重
く
受
け
止
め
、
更
に
制
作
精
進
す
る
つ

も
り
で
す
。

（文芸・短歌）
斉藤梢氏
（新人賞）

（美術・洋画）
齋藤正和氏
（新人賞）

（美術・彫刻）
及川茂氏

（美術・洋画）
桜井忠彦氏

喜
び
の
宮
城
県
芸
術
選
奨
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芸
協
創
立
50
周
年
の
秋
を
彩
っ
た

第
51
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
27
日
の

閉
会
式
で
2
ヵ
月
に
わ
た
る
日
程
を

終
え
る
。
新
理
事
長
の
下
で
は
初
め

て
の
祭
典
だ
っ
た
が
、
同
じ
く
創
立

50
周
年
の
宮
城
県
民
会
館
と
連
携

し
、
韓
国
大
邱
と
の
交
流
事
業
を
組

み
込
ん
だ
記
念
事
業
を
行
う
な
ど
多

彩
な
展
開
に
な
っ
た
▼
こ
の
間
、
長

野
・
岐
阜
県
境
の
御
嶽
山
が
噴
火
。

57
人
が
命
を
落
と
し
、
な
お
６
人
が

不
明
の
ま
ま
だ
。
10
月
初
め
に
は
蔵

王
の
「
お
釜
」
で
水
面
の
白
濁
が

確
認
さ
れ
た
。
活
火
山
は
全
国
に

１
１
０
座
も
あ
り
、
東
北
で
も
蔵
王

を
は
じ
め
岩
木
山
、
岩
手
山
、
鳥
海

山
、
磐
梯
山
な
ど
が
常
時
監
視
対
象

に
な
っ
て
い
る
だ
け
に
油
断
は
で
き

な
い
▼
こ
の
噴
火
を
は
じ
め
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
は
度
重
な
る
集
中
豪

雨
、
広
島
な
ど
の
土
砂
災
害
、
大
型

台
風
18
号
、
19
号
と
自
然
の
驚
異
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
。畏
敬
と
と
も
に
、

畏
怖
の
念
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
▼
ま
た
か
、
と
も
言
わ
れ
そ
う
だ

が
、書
か
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

御
嶽
山
噴
火
で
混
乱
し
て
い
る
さ
な

か
、
鈴
木
裕
子
さ
ん
の
不
慮
の
死
か

ら
1
年
が
過
ぎ
た
。大
震
災
と
同
様
、

風
化
は
困
る
の
だ
が
。�

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

8
・
8　

理
事
会�

○ 

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

後　
　
　

援

☆
第
67
回
春
光
会
展

8
月
19
日
～
24
日　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
諸
絶
の
館

8
月
26
日
～
31
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
38
回
宮
城
新
協
美
術
展

8
月
22
日
～
27
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆
第
33
回
新
芸
術
東
北
展

9
月
5
日
～
10
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

「
歌
の
ア
ル
バ
ム
２
」
歌
と
ピ
ア
ノ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

9
月
12
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
4
回
『
大
州
会
書
作
小
品
展
』

―
臨
書
と
現
代
書
―
併
催
「
鈴
木
隆

子
作
陶
展
」「
遠
藤
キ
ミ
子
民
芸
展
」

9
月
18
日
～
21
日

古
川
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
29
回
都
山
流
尺
八
演
奏
会

9
月
23
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
44
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

9
月
26
日
～
28
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆ 

全
国
美
術
館
会
議
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
事
業『
浅
井
元
義
ス
ケ
ッ
チ
展

―
石
巻
・
30
年
前
の
家
並
み
―
』

10
月
7
日
～
11
月
30
日

カ
メ
イ
美
術
館

☆ 

平
成
26
年
度
（
第
36
回
）
大
伴
家
持

の
つ
ど
い
短
歌
大
会

10
月
12
日

東
北
歴
史
博
物
館

☆
第
58
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会

10
月
12
日

仙
台
市
民
会
館

☆
第
15
回
日
本
歌
曲
と
朗
読
の
夕
べ

　
「
四
季
の
彩
り
」

10
月
13
日

仙
台
市
宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆2014CA
F

ネ
ビ
ュ
ラ
展
（
仙
台
展
）

10
月
17
日
～
22
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
34
回
「
日
本
の
調
べ
」
演
奏
会

10
月
18
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21　

☆ 

斎
藤
み
ど
り
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ

イ
タ
ル�

10
月
19
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
第
41
回
書
道
展
・
宮
城
書
道
研
究
会

10
月
24
日
～
26
日

登
米
市
迫
体
育
館

☆ 

子
ど
も
の
村
東
北
支
援
の
た
め
の

Charity�Concert

10
月
29
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

「
書
芸
苑
」
誌
８
０
０
号
記
念
宮
城

野
書
人
会
展
併
催
学
生
書
道
展

10
月
31
日
～
11
月
5
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

い
け
ば
な
清
泉
古
流
仙
台
支
部
展
～

花
夜
咄
～

11
月
1
日
～
3
日

清
泉
古
流
華
道
会
館

☆
第
5
回
青
画
会
日
本
画
展

11
月
4
日
～
11
日

kurax

サ
ロ
ン

☆ 

第
39
回
教
育
書
道
研
究
会
学
生
部
書

道
展

11
月
7
日
～
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
39
回
素
心
書
道
会
書
道
展

11
月
7
日
～
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

「
歌
の
ア
ル
バ
ム
3
」
な
つ
か
し
の

歌
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
9
日

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

11
月
14
日
～
19
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ

フ
ロ
ー
ラ
第
49
回
定
期
演
奏
会

11
月
15
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
歌
い
つ
が
れ
ゆ
く
日
本
の
歌

11
月
18
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

混
声
合
唱
団
ク
ー
ル
・
リ
ュ
ミ
エ
ー

ル
第
48
回
定
期
演
奏
会

�
11
月
20
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 
２
０
１
４
日
本
の
う
た
ご
え
祭
典�

in�
み
や
ぎ

　

11
月
22
日
～
24
日

　

ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
仙
台�

等

☆
第
45
回
洋
舞
公
演

11
月
23
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆ H
arp�Festival�2014

～
仙
台
ハ
ー

プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル2014

～

11
月
28
日

電
力
ホ
ー
ル

☆ 

第
7
回
河
北
新
報
小
・
中
学
生
紙
上

書
道
展

12
月
上
旬

河
北
新
報
朝
刊
紙
上

☆
第
53
回
洗
心
書
道
展

12
月
4
日
～
7
日

仙
台
市
民
会
館

☆
第
22
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

12
月
18
日
～
21
日

宮
城
県
美
術
館

☆
第
32
回
メ
サ
イ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

12
月
20
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台　
　

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
99
回
院
展

　
〈
日
本
画
〉
入
選
＝
三
浦
長
悦

◇ 

第
5
回
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
全
国

公
募
絵
画
展
２
０
１
４

　

入
選
＝
岩
澤
誠
一

◇ 

第
68
回
二
紀
展
〈
絵
画
の
部
〉

　

▽
準
会
員
優
賞　

山
家
利
治

　

▽
準
会
員
推
挙　

松
宮
榮
典

受　

贈　

書
（　

)

は
寄
贈
者

〈
実
り
の
秋
〉
菅
原
壽
美
子
画
集
（
髙

橋
威
仙
）、「
歌
集　

思
案
の
椿
」（
児

玉
か
つ
）

謹
　
　
弔

文
芸
部
（
俳
句
）�

古
山
の
ぼ
る
殿

�

5
月
19
日

文
芸
部
（
俳
句
）�

浜
谷
牧
東
子
殿

�

8
月
9
日

写
真
部�

安
海
信
幸
殿

�

8
月
24
日

文
芸
部
（
俳
句
）�

古
内
一
吐
殿

�

10
月
7
日

書
道
部�

秋
元
利
治
殿

�

10
月
23
日


